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近畿支部代議員から見た今回の支部会 

～自分たちの反省点を中心に～ 
中串孝志（和歌山大学）*、中道晶香（京都産業大学）、 
成田 直（川西市教育委員会）、蜂屋正雄（草津市立矢倉小学校） 

* 2020 年 4 月より甲陽学院中学校・高等学校 

 
1. はじめに 

 事の始まりは長野県志賀高原で行われた年

会。その中で開かれた近畿支部集会の場で、

支部会員から「次回の支部会は“若手が主体

となって”開催してみてはどうか」という提

案があった。ちょうど年会のメインテーマが

「若い世代が考える天文教育」で、意欲ある

若手が多数近畿支部集会に参加していたこと

もあり、（やや無理強いしてしまったところが

あるかもしれないが）やってみてもよいとい

う積極的な意見が出されたことから、次回は

“若手が主体となった支部会”をすることに

決めた。そして、我々代議員は“フォローす

る”という立場で若手の活動に関わることに

なった。 

 本稿は、今後の近畿支部及び本会のために

も、代議員としての反省点を中心に述べるこ

とにする。本会で若手が生き生きと活動でき

る一助になれば幸いである。 

 

2. フォローとは？ 

 まず、読者諸兄姉一人一人に問うてみたい。

あなたが“フォローする”という立場で若手

と関わることになった時、どの程度関わるだ

ろうか。会場や講師、プログラムをこちらで

考え、土台を整えた上で「あとは自由にやっ

てごらん。」とするか、何も教えずにまず自分

たちで考えてやらせてみて、困ったときにな

って初めて手を差し伸べるか。 

 この問いは、どちらかが正解というもので

はない。また選択肢に挙げたものは両極端で、

実際の関わり方はスペクトラムなものであろ

う。 

 今回、私たち代議員がイメージしていた“フ

ォロー”は後者に近いものだった。これは現

近畿支部代議員がみな学校教員（大学教員 2

名、小学校教員 2 名）だったこともあるのか

もしれない。そこにはどうしても「育てる」

という視点が入ってしまい、支部会の企画・

運営を通して様々な壁にぶち当たりながらも

可能な限り自分たちの力で乗り越えてもらお

うと思っていたわけである。 

 

3. 反省点 

 結論を述べてしまうと、今回の企画が始ま

った時点でゴールイメージ、ゴールまでの過

程、フォローする側のできることとできない

ことを若手事務局チームと代議員で具体的に

共有しておくべきだったと考えている。今回

の反省点を一言で表すならば、「コミュニケー

ション不足」であろう。これは若手とベテラ

ンという構図に関わらず、二つのグループが

一緒に企画を進めていく場合にも当てはまる。 

 今回、特に大きく異なったのがゴールイメ

ージであった。初めて運営を行う担当者にと

って、支部会の成功とは何なのか。代議員自

身の経験でいうと、初めての支部会は「開催

できれば成功」である。その上で、たくさん

の参加者があればありがたいし、テーマに即

した発表が多数あるとさらにありがたい。何

度か近畿支部会に出席すると分かるが、テー

マに関わりなく毎回発表してくださる方が一

定数おられ、またその中にはテーマによって

発表の視点を合わせてくださる発表者もおら
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れる。そういったことをあらかじめ伝えてお

けば、若手チームの安心感に繋がったかもし

れない。 

 このようなゴールイメージが事前に共有で

きていなかったため、今回の若手事務局には

企画を進めれば進めるほど実現可能なことが

増えていく、可能性が広がっていく、それに

伴い業務内容が指数関数的に増えていくとい

うことが起こっていたように思う。こう書い

てしまうと、どの規模の企画・運営が適切で

あったのか、若手事務局は何でもやり過ぎだ

ったかのように見えるかもしれないが、決し

てそういうわけではない。要するに代議員に

関わるところは若手チームだけで済む事項と

異なり処理スピードが遅くなるため、ここの

やり取りが原因で若手チームの仕事の可能性

の広がりにブレーキをかけていたということ

である。 

 さて、今「代議員に関わるところの処理ス

ピードが遅くなる」と述べたが、この原因と

なったのが“コミュニケーションツールの違

い”である。そしてこの違いは“スピード感

の違い”ともなって現れた。これまで近畿支

部代議員の間では、昔ながらのメールでやり

取りをしていたため、議題を投げかけても返

信があるのに 2、3 日かかることはザラであ

ったし、そのスピードでのやり取りに何の疑

問も不便さも感じていなかった。お互い様々

な事情を抱える中で代議員を引き受けている

という相互理解のようなものもあったかもし

れない。とにかくそんなゆっくりとしたスピ

ード感で、よく言えばそれぐらいの時間がか

かることを想定しながら事を進めていたのが

今の近畿支部代議員である。 

 一方、若手チームは LINE のテキストやグ

ループトーク機能を使って打ち合わせを進め

ていた。1 時間のうちに 100 件ほどの未読が

つくようなスピードである。恥ずかしながら

私たち代議員はこのスピードについていくこ

とができなかった。私たちの仕事の性質上、

リアルタイムでそのやり取りに参加できなか

ったことも影響しているかもしれない。また、

代議員には LINE を使っていない者もいたた

め、情報共有がスムーズにできなかった。 

 もちろん、若手チームはこの点には配慮し

てくれていて、重要なことはメールで知らせ

てくれた。だから、それでいいと思っていた。

若手チームが自主的に議論を進め、決定事項

の報告や代議員にしかできない内容の依頼が

あれば十分に近畿支部会は成立する。そもそ

も近畿支部はそんなユルイ支部なのだ（少な

くとも現・代議員の感覚では）。しかし、若手

チームからのちょっとした疑問や不安にすぐ

に答えられない（答えていない）ことなどが

積み重なり、若手事務局チームの焦りを誘発

してしまった結果、本節の冒頭で述べたよう

な「コミュニケーション不足」という反省に

繋がるのである。 

 

4. プロジェクト・マネジメントとして 

 ところで、今や大学も含め、猫も杓子もア

クティブ・ラーニングである。その手法とし

て学生／生徒がプロジェクトを遂行する「プ

ロジェクト型教育」「プロジェクト・マネジメ

ント教育」が多く行われている。企業でも「プ

ロジェクトを回せる人材」が重視される。世

は学校も企業もプロジェクト・マネジメント

である。そこで、今回の教訓をより本質的に

理解し、得られた知見を他に活かしやすくす

るため、この観点で問題の整理を試みる。 

 「最初の時点でゴールを含めた諸条件を確

認し、ミッションの範囲（スコープ）を定め、

明示的に共有しておく」ことはプロジェク

ト・マネジメントの基本中の基本であり、「プ

ロジェクト憲章」「プロジェクト・スコープ・

マネジメント」等々、大仰な用語もある。本

節の執筆者（TN）は本務校での自身の担当科

目でプロジェクト・マネジメントとしてのイ
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ベント・プロデュースについて講義する側で

もあるため、事態が悪化する原因がこの点に

あることが明らかになるにつれ、忸怩たる思

いであった。大学においてプロジェクト・マ

ネジメント教育を実施する際、「教員が一切口

を出さない方がうまく回る」ことが多いこと

を経験的に知っていたため、そのノリで、黙

っていた部分が大きかった。しかし本プロジ

ェクトにおいては代議員の我々もプロジェク

トメンバーであるという意識が欠落していた

ように思われる。既出の通り我々4 人全員が

学校教員であったことが災いし、プロジェク

トの「外」にいた。これは若手チームからす

れば「丸投げされた」状態に見えたであろう

（実際にそういう部分もあったかもしれな

い）。 

 プロジェクトの成否のカギになるのはコミ

ュニケーションである。特に「プロジェクト

マネジャーの仕事の 8〜9 割はコミュニケー

ションである」とも言われ、プロジェクト・

マネジメントにおいて「コミュニケーショ

ン・マネジメント」は重要な分野である。コ

ミュニケーションにはミーティング等の「フ

ォーマル」、それ以外の日常会話や飲み会も含

む場の「インフォーマル」の両方が必要と従

来から言われているが、今回のプロジェクト

は直接会って仕事を進める機会がほとんどな

いため、その 2 つの中間のような、もしくは

全く新しい形式である「インターネットを介

したコミュニケーション」が主軸とならざる

を得ない。従って使うツール、コミュニケー

ションのプラットフォームが重要になる[1]。

このことを軽視していた感は否めない。また、

ここまではちょっと考えれば気付いていたか

もしれないが、しかし「ツールの違いがスピ

ードの違いとなって現れる」ことはおそらく

誰も予想していなかっただろう。この「イン

ターネット経由のコミュニケーションへの依

存度の高いプロジェクト・マネジメント」の

特性については、管見ではプロジェクト・マ

ネジメント研究でも未だ深い議論は行われて

いないように見える。我々の見出したこの知

見は、ひょっとすると重要なのかもしれない。 

 本節の筆者（TN）は、数年間、高大連携事

業に携わったが、その間ずっとその公立高校

の先生方とのリモート・コミュニケーション

がうまく取れないことが原因で、生徒たちの

活動をプッシュすることができなかった。そ

の原因はまさに「ツールの違い」であり、最

後までこの壁を乗り越えられなかった。昨今

は LINE も通知が多過ぎるためレスポンスが

悪く、Instagram のメッセージでないとやり

取りができない世代が現れたとも聞く。移り

変わっていくツールをどのようにプロジェク

ト・マネジメントに取り込んでいくかが、今

後増えていくであろう「ネットワーク上のプ

ロジェクト・マネジメント」にとって重要な

問題であることは間違いない。 

 「◯◯マネジメント」のような、プロジェ

クト・マネジメントにおける様々な方法論は、

ビジネス書等で書かれる How-To のように言

葉で説明可能であり、知識として広める（教

える）ことができる。このような知識は「ハ

ードスキル」と呼ばれる。それに対して体験

的にしか得られない、伝えられない知識を「ソ

フトスキル」と呼ぶ。いわゆる「コミュニケ

ーション力」などは、実際に人を相手にした

経験が無ければ得られない。ハードスキル的

な各種方法論について、「なぜそれが必要なの

か」の部分は、実際にプロジェクトに関わっ

て「これではダメなのか、だからあの方法論

があるのか」と気付いて初めて「体得」する

ことができるという点で、ソフトスキルに含

まれるだろう。プロジェクト型教育ではこの

ソフトスキルを得ることが大きな目的とされ

る。その意味で、我々は無意識的に「プロジ

ェクト・マネジメント教育を実施する側」の

ような立ち位置であったと先述したが、実は
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我々自身が「プロジェクト・マネジメント教

育される側」として大いに学ぶところがあっ

たと言えそうである。  

 

5. まとめ 

 ここまで反省点を中心に述べてきたが、今

回の会合自体は大成功と言っていいだろう。

若手事務局チームの考えた企画の全てが実現

したわけではないが、既述のようにまずは「開

催できれば成功」なのである。にも関わらず

十分に魅力的な内容になっていて、関西の天

文教育を引っ張るミドルリーダーとも言える

お二人の講演や、スイスからの中継講演は若

手だったからこそ実現したものだ。また、若

手が各自のネットワークを駆使して新たな若

い参加者を呼び込んだおかげで、近畿支部会

史上最高の参加人数を記録した。 

 今後、若手とベテランであったり、主たる

連絡ツールが異なる集団であったりと、異質

な複数のグループが一緒に企画を進めていく

機会はどの支部でもあり得るだろうし、また

そのような機会があれば会の発展、ひいては

天文教育の発展に繋がることであろう。積極

的に行われることを期待したい。その際には、

本稿が参考になれば、会を成功に導く一助に

なれば、幸いである。 

 

注 釈 

[1] ちなみに、メールによる情報共有は「フ

ォーマル」、LINE は「インフォーマル」の

ようなイメージだったように思われる。 
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